
25

地中室氣の放射能に現れ7こる地下構造の反映

（第　二報）

（昭和18年8月n日受領）

初　田　甚　一郎

1．続　　　　　言

　筆者は嚢に兵庫縣武庫郡山田村字箕谷に於て六甲衝上断居を横断して地中室氣の放射

能測定を行ひ地下構造との間に著しい対照の存在する事を護見したがI〕，今春機を得て

再び同様の測定を實施し甚だ顕著なる結果を得たので裁に報告する次第である。前日の一

測定に於ては地中室氣は原地土（autOchthOnen　Boden〕中より採集したのであって断居の

両側に於ける土壌の相違も明瞭に認められたのであるが，今岡の場合では地表は全く沖

積土に覆はれて測定線より数十米離れた丘麓に於て僅かに所々岩石の露出を認め得られ

之が断盾の位置を推定する根擦を輿へた。

2・測定装置反模作

　測定装置拉びに操作は前剛〔記載して置いたので，詳細は省略するが概要を示すと次

の通．りである。

　即ち地中に深さ1米，直樫1．5糧の孔を穿ち，管の外樫の梢之より大なるものを地中

部分50糎迄挿入し上端は活栓付硝子管を附したゴム管で塞いで置く。18～24時間を経て

ラドンで飽和された地中室氣を水との置摸によって試料探集瓶に牧春した。英後は手動

輪，監化カルシウム管及ゴム管を以て電離槽との間を蓮縞し，所謂循壌操作を行ひラド

ンを電離槽に導き，電離電流を測定する事鍍泉の放射能測定の場合と全く同様である。

測定に用ひた器械はシュミット式泉数計であるが，一部に手を川へて電離槽の接地を完

全ならしめ且保温装置を施した。之に俵て金箔験電器に有勝ちの箔の不規則な運動を殆

んど除去冊來，測定の精度を大いに高め得た。又測定は日射及風を避けて小屋の中で打

つだ。

　　　　　　　　　　　5．地中室賃の歳男捕直売定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　ヲ
今日の測定場所は兵庫縣武庫郡山田村字小部で紳有電鐵鈴蘭蔓曝の西南約600米の附
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策・1表　地中空氣ノ放射能

基準鮎ヨ 放射能
測　跳 リノ距離 エマ：／ 測　鮎

米 ／立

苧繋1讐

No，5 1O O．04 No．11 80 O．41

NO．9 20 O109 No．I9’ 85 O．65

No．7 30 O．43 No．3　　90 O．34

No，10 36．5 O．06 No．4 105 O．04

No．6 47 O．30 No．23 120 O104

No113 56．8 O．47 No．2 130 O．05

No，8 62 O．66 No．17 140 O．03

No，12 68 1，33 No．20 145 O．01

NO，1 70 2．69 No．15 150 1．60

No．14 75 3．77 NO．22 155 O．99

No．16 77 3．99 No．18 i60 O．14

No，21． 78．5 O．77

近で沖積暦より成る水田である

が，測定常時は作物無く地表は

乾燥してみた。測鮎はN駅W

の方向に一直線．上に排列し延長

150米に及び測鱗間隔は概ね1O

米を模準としたが，松況により

多少増減し重要なる附近は2～3

米の部分もある。

　測定の結果は第1表拉びに第

工圖に示す如くである。即ち側

線の中央部附近に於て非常に顯
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著な放射能の珊伽が認められる。之は丁度上治博士2〕のL六甲山塊地質圖「に断暦豫想線

の引かれてゐる位置に相當し，實際現地に於ても側線より50～60光束方の丘腹に於て南

側の花開砦と北側ρ小部居との境を認め得られ，又地形上からもこの附近に構造線を豫

想・し得る状態である。次に側線の南端附近にも前者程顯著でないがやはり放射能曲線の

山が現れた。此鮎の東方に鴬って小さい乍ら谷があり，それを距つる南北に於て花開岩

の岩質に明かに差異を認められる事から推して，之は恐らく前記地質囲に於ける菊水山

断居豫想線に相営するものであらう。（第2圖参照）

　　　　　　　　　　　　策　2口　　側線附近の地形及地質
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共の附近が漁潤で測鮎が探れなかったので確實な事は判ら旋いが，少くも15エマン以上

であると見倣し得るから今岡の測定に於ける極大値4エマンの四倍に相當する。又断層

の影響の及んでみると者へられる範園も前者の場合が1oo米以．止であるに反し後者の場

合は50～60米である。これは外來の被覆土の有無にも依るのであらうが，主な原因は地

下からのラドニ／供給の多少に在ると思はれる。筒箕谷の場合には断后から遠くてその影

響の少い部分の放射能は花開岩側に犬で水成岩側で小となつて現れたが，今日の場合で
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箕谷の測定に於ては放射能曲線に於ける極大値は丁度は斯る厚別は認められない。風化

しない岩石は外部にラドンを褒散する事の少い事から當然推論し得る結果である。

4．表土の厚さの指定

小部居も花樹岩も割れ目以外では實際上ラドンを透過乃至褒散させないと假定した場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合，ラドン供給源は断層面と岩盤
　　　　　　　策　　3　日
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の表面との交りの直線上に在ると

考へ得るから二次元の問題として

取扱が可能であゆ，J．KOenigsber－

geド〕の方法に俵て被覆土の厚さを

推定し得る。KOeni紬ergerの原

著には誤植或は誤りと判断せられ

る艶が有るので以下新に計算して

見やう。

　断層の直上に當る地表面の鮎を

座標軸の原瓢とし地表面に於て断

盾の延長と垂直の方向（即ち側線

の方向）にX軸，並行の方向にY

軸，垂直の方向にZ軸を探る。今

ラドンの擦激が定常嵌態に在ると

假定すれば

　　　　∂2C　∂，C
　　　　∂x里十∂、，≡O　　（1）　　但し。はラドンの濃塵である。

　　　　　　　　1この式の解はCIn＿十。Onsし（但し〆昌x2＋（卜d）里）なる形を探る。ラドンを供給する
　　　　　　　　ρ
嚇后裕の幅は沖積居の厚さhに比して小であり，且その延長は充分大（例べば＞10h）で

あると假定する。限界條件として第一に地表に於ては到る鹿ラドン濃度は零であると假

定する。第二は岩盤の表面は戸hの深さに存在し，断居の部分以外はラドンを通さな

いとする雌於て鰍の間鰍ポテンシヤ11的に取扱って・の鰍へ（1：；き）を

考へ・その篤像を札（：：士…タ〉以下A・（二：；葦タ〉札（二：‡書タ〉札（二二こ筆）・・

と揺ればそれ等の踏が沖積居内の一貼に及ぼす影響は距離の増大と共に教第に減少して

行く。從って一騎Pのラドン濃度をCで表し，A，A1，A2，A。，・・・…からの距離をρ皿
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で表せば，

　　　　C＝C・lnρ2ρ3ρ拮　　　　　　　　　　　　　（2）　とたる。
　　　　　　　　　ρ1ρ’ρ5．’．

此値を計算するためにx≡「hと置けば

ρ㌔。一1＝冊十｛（2・一）h－d｝里昌｛糾（2卜1）2｝h」2（2・一1）hd＋d。

｛㌻黛1祭1好 ・（3）

蜘こfは任意の正の値，nは正の整数，叉d＜hである。俵て

峻、一1・［1・、1筆1島・（音）・、・十（1、．、）・（音）21

　　　　　　－11［1一鵠島（音）・、里十（1、．、）呈（音）つ

　　　　　一1・［・・、里筆鵠）。（÷）／・・、（。1．1）（音）l1

　　　　　　一・［1、・筆繕）1（÷）1・。（。1、、）（音）ll

　　　　　＝ln（1＋x）一1n（1－Y）…………一・…・…・

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　3　　　　　4　　　　　　　　　　　　　X　　　　X　　　　X
黙るにI・（1＋・）一・2＋T一τ十

　　　　　　　　　　　　　Y2　Y錺　　Y4
　　　　　1n（1－Y）＝一Y　　　　　　一一一＿
　　　　　　　　　　　　　　2　　3　　4

依て1・先、一（…）一夫（・〕）・・去（・・…）一

　　　一、・挙1島・（｛）｛、・辛島・｝・（÷）3・芸・｛、鞠哉壮）3・

　　　一等［戸著嘉≡、）・｛、・十宏三、）・｝・（÷）’十哲｛、・睾宏竺≒）1｝1（音）3＋

　　　・一・1・一宗一等／、去、（、里阜、）。（音）2・　／

　　　・一・1・茶一等／島・（、。睾。里）。（音）！・　1

　　　・一・㎞舟一等／。卓、里（、里幸、・）里（÷）’・　1

俵て・一α・去1・余・舟・舟・

・・ i4）

］…（・）
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一・1
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　　　　＋f2＋3｛
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一（÷）2／（、・手、）里

f2＋52 一…@1

　　　　　　十・・

dがhに比して小なる時は

　　　　・一・苧（、。手1缶

特に炉O勘ちf＝Oの場合には

　3　　　　　　5
　　　　＋（r2＋32），　（P＋5里）里

　　〕

・f望阜。筥　一）

・1

・（6）

・（7）

・。一・等（・一夫・去一一）

　　　　　　。2d　π
　　　　　EC　』・一　　　　　　　h　4

以上の關係を利用すればdなる深さに於て，ラドン供給源を地表へ投影した離から測っ

　　策4日　地表■ドdなる深さに於けるラドン濃度の　　　　た種々なる距離に於けるラ

　　　　　　　分布と供給源の深さhとの關係

10

放

射

能

岬

岳m8帖皿

吐＿1・
え　’O’

血ξ．’．一■「一I；一㍍

　　　1㍑

　　中参

糸、脚芦晦一

距離淋

ド：／濃度の割合を求める事

が出來る。

　誠に今日の結果に此方法

を適用して沖積層・の厚さを

求めて見やう。X＝0なる

鮎に於けるラドン濃度C。＝

　2d　π
C’ﾘ7を靴にとってx
ユh，1h，2b，3hの鮒
　2
於けるラドン濃度の割合を

求めて見ると夫々0，719，0，

370，0，076，O．014となる。

　　　　　　d　　1
但しこの場合F＝而と採っ

て計算した。この値を用ひ

て深さhが5米，6米，7

米及10米の時のラド：／濃度

曲線を書けば第4園に示す如くなる。第1囲に見る如く實測による放射能曲線は左右封

構ではないが，取扱の便宜．止湖鮎N0．14を中心として左右等距離の難に於ける放射能の



地中空気の放射能に現れたる地下構造の反映 31

値を平均して甜構な曲線を作って見ると第4固に太線で示した様になる。（尤も封構て

たい事が断層Iの傾斜とか，両側に於ける岩石の瓦斯鎧に封する透過牽の相違とかを表す

のかも知れないが暫く之を間はない事にする。）以上の結果から沖積居の厚さは5～7米と

推定される。實測曲線の下の方が理論的の曲線より開いてゐるのはラド1・の供給源が實

際には幅を持ってゐる篤と者へられる。

5．沽　　　　言

　岩石が風化して露出が非常に悪い場合や崖堆，扇状地堆積物等に覆はれた場合，或は

今日の如く沖積土に被覆された場合等に於て共の下の構造線の所在を突止めるのに地中

室氣の放射能測定が甚だ有数である事は前後2日の實験から誼擁立てられた。勿論常に

明瞭な結果が得られるとは限らす，且その結果も一義的なものではないが、それは凡て

の物理的地下探査法に就ても諸ひ得る事である。殊に断盾の両側に於て高低差の無い場

合例べば水平移動の場合或は侵蝕作用により平坦化された場合等に於ては両側の岩石が

その物理的性質（比重，帯磁率，電導率，弾性係数等）を著しく異にせない限り他の方法

では此の断盾の護見は困難であるが放射能的方法のみは斯る場合にも適用の可能性があ

る。

　終りに臨み本研究遂行に御鞭達拉びに御指導を賜った松山基範教授に厚く感謝すると

共に測定費地に御協力下さつた淺山哲二，上口昇爾理學士に深謝する。筒本研究は。岩

石の磁性及放射能研究■に封じて興べられた文部省科學研究費に依ったものである事を

記して感謝の意を表する。
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